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テーマ  『 Carry on 〜その先へ〜 』 

Carry onには、困難にめげずに立ち向かうという意味があります。ライフセービングに

おいても、どんな困難な状況でも助けるべき人がいる時、レスキューに行かなくてはなりま

せん。今回のテーマとライフセービングをかけて、困難に立ち向かう重要性を見出していた

だきたいという思いが込められています。また、今大会のみに焦点を置くのではなく、夏の

監視業務に繋がるためのレスキュー技術を身につけてほしいと考えております。今大会が

レスキュー技術を試す場だけでなく、今後の各々の発展に繋がることを目標に掲げるため、

このテーマにしました。 

皆さんのご健闘をお祈りしています。思い出に残る楽しい大会にしましょう。 

 

 

◎学生部イベント 

  『  Let’s make memories of the 10th anniversary 』 

  今回の大会は、カメラを使用して参加者の皆さんの思い出に残るような、様々な写真を

撮るイベントを用意しました。今年も昨年に引き続き笑顔コンテストを行います。学生部

が持っているカメラで撮った写真の中から笑顔の素敵な方々を選び 1 位から 3 位まで表

彰させていただきます。さらに、笑顔だけでなく、美しい筋肉を称える筋肉コンテストも

行います。前部門、後ろ部門と分けて表彰を行いますので、筋肉に自信のある方は是非カ

メラを持ち歩いている学生部までお越しください。海に遊びに来るお客さんに安心して

もらうような笑顔と、練習で鍛え上げられた筋肉はライフセーバーの象徴とも言えます。

そんな素敵な笑顔と筋肉に賞賛を与えようという企画を考えました。表彰対象者を決め

る方法は、学生部が用意したパソコンで皆さんに実際に写真を見ていただき投票で決定

します。 

  また、今年も instagramのフレームを用意しますので、個性あふれる写真をたくさん撮

ってください。 

  第 10回という記念すべき大会を楽しんでいただけるよう、選手の皆さんの参加を心か

らお待ちしております。 

 

 

◎グッズについて 

今年の大会では株式会社櫻井興業様協賛の元、セイムタオルを作成しました。学生から

アイディアを募り、採用されたものを 10周年限定オリジナルデザインとしています。水

色と紫色の 2色を用意しており、今回の大会でしか手に入らないものとなっています。ま

た、その他様々なグッズを用意しています。皆さんの思い出や記念に残るグッズとなりま



す。数に限りがございますので是非販売ブースにてお買い求めください。 

 

 

◎ゴミについて 

前回に限らず毎年、大会会場に多くのゴミの放棄が見受けられています。空になったペ

ットボトルなど、観戦し終わったあとそのまま置いて帰る人が多くいます。海やプールは

公共の場であり、私達が活動していく上でとても大事な場所です。ゴミの放棄が減らない

場合、大会の開催が困難になる可能性があります。今一度ゴミの管理について見直し、今

大会では各自ゴミは持って帰り、誰もが過ごしやすい環境作りを心がけましょう。 

 

 

◎会場準備、片付けについて 

大会前と終了後に、学生部で会場の準備と片付けを行なっています。状況次第では、遅

くまで作業を行なっています。学生部は海インカレ、プールインカレをこの先も継続して

行えるように環境を整え、選手だけでなくその地域や施設の方々にも気持ちよく過ごし

ていただけるように活動しています。そのためには、皆さまのご協力も必要となります。

可能な範囲で構いませんが、会場の準備、片付けに参加していただけると幸いです。詳細

については、追ってお伝えします。 

 

 

◎チーム種目ダブルポイント制について 

今年も昨年に引き続きダブルポイント制を導入します。この制度の導入のきっかけは

ライフセービングをする仲間を増やして、チーム種目に参加してほしいという願いから

導入が始まりました。チーム種目に参加できない大学は、今後チーム種目に出場できる

ように仲間を増やして頂けたらと思います。また、昨年よりルールが改正されマネキン

水没の失格が減りました。マネキン水没の失格が減ったことにより、今までの大会でも

安全・確実が最優先事項にありましたが、より迅速に行う事ができるようになり、どの

大学がレスキューで 3原則をしっかりと守った NO.1なのかがわかるようになります。

そのなかでチームの団結力を高めてもらえたらとも思います。 

 

 

◎学生選抜チームについて 

＜学生選抜チームとは＞ 

4×50ｍメドレーリレー（男女）において、決勝に出場出来ない予選タイム 9 位/10 位

/11位/12位の学校から１名ずつ選出し、学生選抜チームを作ります。この選抜チームは、

1位から 8位を決定する決勝戦に出場することが出来ます。 

決勝は 9コース目にて行います。ただし、オープン参加となりますので得点は入りませ

んが、記録を出した場合は公式記録として認められます。選抜チームの参加選手の決定に

つきましては、9 位/10 位/11 位/12 位のそれぞれの学校の代表および大会担当の話し合

いにより決定します。 



＜学生選抜チームを結成する目的＞ 

惜しくも決勝進出を逃してしまったチームにもチャンスをつくって新たな可能性に挑

戦してほしい、来年は自身が所属するチームで決勝に残れるように頑張りたいと思って

ほしいという考えから学生選抜チームを結成することにしました。また、決勝に出場する

チームだけでなく、他に出場するチームを応援することで、より盛り上がるのではないか

と考えています。さらに、決勝という場を経験することで、今後の練習の質の向上を目的

としています。 

 

 

◎学生選手権、学生プール選手権大会におけるアンケートの実施について。 

学生の皆さんの率直な意見を頂き、今後の大会運営の参考にし、よりよい大会を作り上

げていきたいと思いから、この場をお借りし、アンケートを取らせていただくことになり

ました。ぜひ皆様のたくさんの貴重なご意見をお待ちしております。 

 

以上。 

 


